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令和５年３月１０日  

 
報道機関 各位  
 

熊   本  大  学  
公益財団法人  瑞鳳殿  

 

仙台伊達家第三代藩主・伊達綱宗公の墓室から  
発掘された微量有機成分を同定し、用途を推定しました  

 
 
１．ポイント  

 仙台伊達家第三代藩主  伊達綱宗公  (1640-1711)の墓室から発掘された

微量の有機物をガスクロマトグラフ質量分析装置  (GC/MS)  *１で分析

し、複数の脂肪酸と松脂
まつやに

に特有の成分を同定しました。  
 江戸時代、松脂は油脂と混合し塗薬として売られていました。晩年の

綱宗公は歯肉癌を患っており、当該成分は鎮痛目的の膏薬である可能

性が窺えます。一方、分析対象物は漆塗りの木製器に入れられ、紅皿・

櫛・ヘラ・ハサミとともに高貴な手箱に納められていました。このた

め、整髪目的の「鬢付け
びん

油」である可能性もあります。  
 高温多湿の日本では、墓室に副葬された有機物の残存・分析例は極め

て少ないため、本研究により、江戸時代の大名家の埋葬文化を推する

歴史価値の高い知見が得られました。  
 
２．説明  

熊本大学大学院先端科学研究部の中田  晴彦准教授、熊本大学大学院自

然科学教育部博士前期課程２年（研究当時）の原野  真衣大学院生、公益財

団法人瑞鳳殿の伊達  泰宗名誉資料館長（仙台伊達家第十八代当主）及び渡

部  治子学芸員らの研究グループは、戦国武将  伊達政宗公の孫で仙台伊達

家第三代藩主  伊達綱宗公の墓室から発掘された微量の有機物をガスクロ

マトグラフ質量分析装置  (GC/MS)で分析し、複数の脂肪酸と松脂に特有の

成分を同定しました。  
墓室から発掘された副葬品の一つに、酸漿蒔絵合子（ほおずきまきえご

うす）という漆塗りの雅な木製の器があります（図１）。本研究はその中

に遺されていた有機成分を、起源と用途の推定を目的として化学的手法で

同定しました。  
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まず、当該試料をフーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）*２で分析したと

ころ、脂質が含まれている可能性が示されました。次に、同試料を有機溶

媒に溶解しその一部を GC/MS に導入したところ、脂肪酸のパルミチン酸

とステアリン酸に加え、松脂に特異的に含まれるピマル酸・デヒドロアビ

エチン酸・アビエチン酸等が検出されました（図２）。このため、測定対

象物は生物由来の油脂と松脂の混合物であることが分かりました。  
江戸時代、松脂は他の油脂と混ぜて炎症や痛みを抑える膏薬として市場

に流通していました。熊本藩初代藩主の細川忠利が息子の光尚に送った書

状には、「松脂膏薬を送る」旨の文言があります。晩年の綱宗公は歯肉癌

を患っていたため、測定対象の有機物は鎮痛を目的とした塗薬の可能性が

あります。一方、松脂と植物性油脂の混合物は江戸期に整髪のための鬢付

け油として売られていました。測定対象物は漆塗りの木製器に入れられ、

紅皿・三種の蒔絵櫛・牙製ヘラ・ハサミと併せて高貴な手箱に納められ、

綱宗公のご遺体のそばに置かれていました。これらは化粧道具を連想させ

るものであり、故人にとって身支度のための重要な品々であったと考えら

れます。以上より、測定した有機物は鬢付け油である可能性もあります。  
 
３．用語解説  
 *１  ガスクロマトグラフ質量分析装置  (GC/MS) 

環境試料中の有機混合物を分離し、高感度で定性定量する装置。化学

物質の汚染調査や低分子化合物の構造解析など、広範な分野で用いられ

る。  
*２  フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）  

試料に赤外光を照射して透過または反射した光量を測定する分析装

置。分子の構造や官能基の情報をスペクトルから得ることができ、物質

定性に用いられる。  
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５．問い合わせ先  
熊本大学  大学院先端科学研究部（理学系）  
准教授 中田  晴彦（なかた  はるひこ）  
Tel:096-342-3380 ／  E-mail:nakatah@kumamoto-u.ac.jp 

 
公益財団法人  瑞鳳殿  
学芸員 渡部  治子（わたなべ  はるこ）  
Tel:022-262-6250 ／  E-mail:zuihoden@zuihoden.com 

 
 
謝辞  

本研究の遂行にあたり、以下の方々のご協力を得ました。記して感謝申

し上げます。  
  中村  良幸  氏 石川  潤一  氏    （公益財団法人  瑞鳳殿）  
  稲葉  継陽  教授・後藤  典子  研究員（熊本大学  永青文庫研究センター） 
  岩本  芳壽  氏         （くまもと櫨蝋製作所）  
  高澤  久    氏         （株式会社  高澤商店）  

（順不同）  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１  酸漿蒔絵合子の外観（左）とその中に収められていた有機物（右）  
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図２  墓室内有機物をガスクロマトフラフ質量分析装置（GC-MS）で分析して得られた

クロマトグラムとマススペクトル  
 


